徹底事項
各競技団体に登録の高等学校、中学校部活動顧問
を介した署名用紙の配布・取りまとめについて
1　基本的な考え方
①　学校現場において生徒を対象にする署名活動は厳禁する。
②　各競技団は、あくまでも顧問からボランティアで協力してもらうことを
前提に顧問を通じ、部活動保護者会、後援会やＯＢ・ＯＧ会に対して署名
を依頼をする。（顧問は競技団体と保護者会等との橋渡し機能を担うことと
する。）
③　顧問がこの前提を了としない場合は、各競技団体は顧問を通じての配布等
を取りやめ、別の手段で保護者会等の協力を得られるよう計らうものとする。
2　具体的な署名用紙の流れ
　①　競技団体　　　（依頼文例1を添付して）　　　部活動顧問
　②　顧問　　　　　（競技団体からの依頼　　　　　部の保護者会・後援会
文例2を添付して）　　　　　ＯＢ・ＯＧ会など　　
　③　保護者会等　　　　関係者に配布
④　保護者会等　　　（用紙取りまとめ、競技団体への提出依頼）　　顧問
　⑤　顧問　　　（然るべき機会に）　　　競技団体　（平成24年1月末まで）
　
　（顧問を通さない場合）
　①　各競技団体　　（依頼文例3を添付して直接）　　保護者会等
　②　保護者会等　　（直接又は競技団体の回収により）　　　　競技団体
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成24年1月末まで）
3　その他
　　上記の「基本的な考え方」「具体的な署名用紙の流れ」について、各競技団
体は、県高体連専門委員長、県中体連専門部長と連絡を取り十分共通認識を
深めた上で署名依頼を行うこととする。
